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1.背景

山形県内の農産物を生産する会社では、ベビーリーフを
ハウスで栽培し、パッケージ化したものを地元の産直施設
や仲卸等に販売している
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ベビーリーフの特徴

♦ハウス内での栽培であり

暖房等の温度制御は

行わない

♦過去のデータに基づいた

生産計画を立てるため

生産記録の活用が重要

4

生産データ管理システムの開発(2018年度)
開発ツールの検討(2019年度)
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2. 生産データ管理システムの現状(1)
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ハウスや品種等の追加機能等

メンテナンス機能が未実装

l 生産・出荷に関するデータを
蓄積し，集計が行える

l 品種毎の収量等．過去の

データの見える化が実現

高速開発は可能だが、データ駆動開発のため、

入力画面の自由度が低い

➡ UIの改善・カスタマイズが必要

システム開発の高速化

➡ローコード開発ツールの利用検討

 2018年度システム

 2019年度
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2.生産データ管理システムの現状(2)
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記録を集計できない状況
➡ 生産データが活用されていない

現在、Excelを使用した業務フロー

データ入力画面がハウスや品種増に
対応できていない(2018年度開発システム)

入力のための画面遷移が多く、
UIの改善とカスタマイズが必要

(2019年度検討ツール)
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3. 課題・解決目標

 ハウス数、取り扱い品種数が多くなり、 システムへの

入力項目が増加、開発システムの再構築が必要

 過去の記録を活用できていない

➡ 収穫・選別後、再収穫が必要に

 生産データとして必要な項目の見直し
➡ 生産計画をたてるための各種収量データが必要

生産データ管理システムの再構築

生産データの見える化とその分析
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システム再構築の背景
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今後は、同社でシステムの維持を行う

Microsoft Office系ツールを中心とし、

自社内で維持管理が行えるようにする

Microsoft-Accessを利用
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4. 業務フローと生産データの定義

圃場から収穫した量

最終的に出荷する内容量1回の刈取においての
ロス量の割合

選別後収量

ロス率

刈取量 選別作業

需要に合わせて
播種量を調整

播種作業

選別で不良品に当て
はまった量

ロス量
不良品（ロス）発生
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5. 生産データ管理システムの開発
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各画面と実装機能一覧
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収穫・選別記録 データ活用 新規登録

・収穫データ一覧
・月別品種別総収量
・品種別総収量
・品種別収量一覧

・ハウス登録
・品種登録
・作業者登録
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各画面説明 ①メニュー画面
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各画面説明 ②収穫・選別記録画面
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当日の日付
を自動入力
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各画面説明 ③データ活用
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収穫データ一覧各画面

月別品種別総収量：月毎の各品種の刈取量など項目毎の合計を一覧表示
品種別総収量：期間と品種を指定して総収量を一覧表示

品種別収量一覧：指定した期間内の品種毎の収量を一覧表示
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各画面説明④新規登録
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運用テストとヒアリング

16

12月22日
システムの引き渡し
運用テスト開始

1月22日、2月17日
ヒアリング

 データ表示時の項目順番(対応済)

 現状の機能で入力に支障なし

今後は社内担当者が管理・運用
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 未入力データ
2019年2月～2019年11月分

 入力データ
2018年10月～2019年1月
2019年12月～2021年1月分

紙ベースも含めた全データ量
(2018年10月～2021年1月)

入力データ

計4058件

6. データ分析 (1)対象データ

開発システムに電子データのインポートとデータ入力を実施
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(2) データ分析の方針
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生産データの基本的なデータ集計

品種ごとの刈取量・選別後収量・ロス率

月、季節等による刈取量とロス率の変動
ロス率が低く、刈取量が多い品種は？

庄内地方(酒田市)の気象の特徴を分析
(気温・日照量・湿度・気圧等)
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刈取量とロス率の予測が可能か検討

ベビーリーフの生育

気温と日照時間により成長までの期間が異なる
また、品種によって湿気に弱いものもある

気象データと刈取量・ロス率の相関を分析

データ分析用ツール Python実行環境(Colaboratory)

利用ツール
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(3) 庄内地方の気象について
①平均気温と日照時間の推移（2020年）

20

日照時間が極端に減少
昨年7月の豪雨の影響か

気温、日照時間共に年間の最低値

※気象庁HP 「過去の気象データ」 より
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②各都市との日照時間の比較
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酒田

酒田庄内地方は特に12,1月の日照量が少ない
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(3)2020年の年間の生産データ分析
①合計刈取量とロス率の年間推移
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年末需要増コロナ禍による
廃棄量増

コロナ禍による需要減少
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②品種別刈取量・選別後収量(2020年)

31

棒グラフ：刈取量(g) (合計)
折れ線グラフ：選別後収量(g) (合計)

主要6品種 この6品種を分析



SHONAI COLLEGE OF  
INDUSTRY & TECHNOLOGY

Copyright © Shonai College of Industry and Technology. All Rights Reserved. 

③品種毎刈取量の年間推移(2020年)
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年間を通じて、ミズナ・ピノグリーンの刈取量が多い

コロナ禍による需要減少



SHONAI COLLEGE OF  
INDUSTRY & TECHNOLOGY

Copyright © Shonai College of Industry and Technology. All Rights Reserved. 

④主要品種ごとの平均ロス率

25
秋～冬ロス率減少

コロナ禍で
ロス(廃棄)増加 別途出荷分含む
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④2020年生産データの特徴

コロナ禍の影響で、5月～7月に廃棄や

刈取量への影響

年間を通じて、ピノグリーン、ミズナの刈取量が多い。

ただしピノグリーンのロス率は高い

(10月以降は、特殊要因有)

26

需要が増加する12月は、気温・日照量が低下

→12月～1月についてさらに分析する
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(4) 2018年~2021年の12~1月度
①合計刈取量と平均ロス率(主要6品種)
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12月、1月の日照・
気温低下の影響
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②品種毎の刈取量と平均ロス率
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緑:刈取量の合計
赤:ロス量の合計
折れ線:平均ロス率
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(5) 気象データとの相関分析
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年末の需要期における刈取量・ロス率の予測を行うため、
主要6品種2020年12月、2021年1月の分析を行う

★分析項目

•刈取量/50日積算日照時間
•刈取量/50日積算平均気温

•ロス率/50日積算日照時間
•ロス率/50日積算平均気温

発芽や成長への
影響？

高温や日照・湿
度等の影響？
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★評価項目

相関係数(r値)

2種類のデータの関係性の強さを-1から+1の間で表した値

決定係数(R2乗値)
xがｙを決定する強弱の度合いを 測る値

xとyの共分散

xの標準偏差×yの標準偏差
数式：

数式：
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①刈取量と積算日照・気温との相関比較
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②ロス率と積算日照・気温との相関比較
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③気象データと刈取量との相関

12月：積算気温、日照時間に対する刈取量の
相関係数が負の値
 11月～12月の積算気温、日照時間の減少に対して、12

月の需要期の刈取量の増加が著しい

 12月の刈取量を確保するため、それまでの収穫を調整
していた可能性あり

➡正しい相関結果が得られなかった

年末需要の影響がなくなった1月分については
12月と比較し相関係数が増加に転じた

33



SHONAI COLLEGE OF  
INDUSTRY & TECHNOLOGY

Copyright © Shonai College of Industry and Technology. All Rights Reserved. 

③気象データと刈取量との相関
12月：積算気温、日照時間/刈取量の相関係数
が負の値

11月～12月の積算気温、日照時間の減少に対して、

12月の需要期の刈取量の増加が著しい

12月の刈取量を確保するため、それまでの収穫を調整して
いた可能性あり

34

年末需要の影響がなくなった1月分については
12月と比較し相関係数が増加に転じた

正しい相関結果が得られなかった
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④気象データとロス率との相関

積算気温、日照時間に対するロス率の相関
係数の傾向が、品種によって異なっている

 ルッコラ、Gマスタードは1月におけるロス率に

相関がみられる

35

また、湿度が高い時にロス率が高い可能性が
あるとのことで、相関分析を行ったが、相関は
見られなかった
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(6)予測に向けた基礎分析 ①刈取量

刈取量

＜多変数の重回帰分析＞

重回帰モデルを作成して刈取量（ｙ1）を予測する

データ範囲 ： 過去3年の12月～1月の収穫データ

目的変数 ： 刈取量

説明変数 ： 積算気温、積算日照時間

36

モデル構築

精度確認 積算気温・日照時間の変化によるモデル精度 (決定係数) を確認

積算日照時間積算気温

回帰係数
切片

• 平均気温
• 最高・最低気温
• 平均湿度
• 平均気圧
• 主要6品種各収量
• 多品種各収量

他に使用した項目
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①決定係数の比較(刈取量の予測)

37
気温・日照時間の積算日数

ミズナは
積算気温・日照時間の増加で
決定係数上昇
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②ロス率の予測に向けた基礎分析

＜多変数の重回帰分析＞

重回帰モデルを作成してロス率（ｙ2）を予測する

データ範囲 ： 過去3年の12月～1月の収穫データ

目的変数 ： ロス率

説明変数 ： 積算気温、積算日照時間

38

モデル構築

精度確認 積算気温・日照時間の変化によるモデル精度 (決定係数) を確認

積算日照時間積算気温

回帰係数 切片

ロス率
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②決定係数の比較(ロス率の予測)

39
気温・日照時間の積算日数

予測モデルの精度(決定係数) は低い
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③刈取量・ロス率の予測まとめ
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ミズナの収量と積算気温・日照時間の増加による学習の
決定係数への影響のみ確認できた

• 刈取量が多い
• 収穫回数が多い
• 数値の精度が高い

ミズナのデータの特徴

• 多くのデータ量
• 確実なデータの精度
• 人為的要素を排したデータの収集
• データの傾向や特徴を考慮した分析

正確な分析の要件

• ハウス外の気象記録
• 播種量・播種期間なし
• 事業側の人為的影響なし

今回の対象データの特徴
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7. 評価とまとめ

41

生産データ管理システム

－ 開発を簡素化し、短期間でシステムを開発、実運用まで完了
－ 同時に、会社側でのカスタマイズが容易となり、

ハウス数や品種数、他データの増加にも対応可能
－ 生産データの把握で収量や品種ごとの比較・選択が容易

データ分析

－ 生産データの特徴・推移・比較の見える化
－ ロス率の見える化により、再収穫作業を抑制
－ 精度の高い分析に必要なデータ要件の明確化

課題解決目標

蓄積データを基にしたデータの見える化と分析
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今後の展望

実用的なデータの収集

– 継続的な生産データ・環境データの蓄積

– ハウス内環境の計測（室温・土壌温度・湿度）

事業に基づいた生産データ分析

– 分析目的と必要な要素の取捨選択

– 情勢変化と生産データの関連を整理

– 多様な分析手法の検討

42
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